
個人の生き方（後藤、中條屋、中瀬、島、斎藤） 

 

■後藤 

■個の能力がより重要に 

 構想力、新しい仕組みを作る力が求められる 

 オンライン起業家の出現などチャレンジする裾野の広がり 

 →ルールを変える、仕組みを新しく作る＝構想力 

 

 

・働き方改革 

 働き方提案 

 どうしたらいいか？ 

 職場という単位、境界がなくなる 

 プロフェッショナルの強さ 

 マネジメント、構想力が求められる 

 

・テレワーク、オンライン 

 オンライン起業家の出現 

 構想力 

 役人、人任せにしない、あたらしい仕組みを作る 

 

・個人の能力が重要 

 どこの国の人でもよい、 

 

 →島さん 

  会社で役に立っている人、たっていない人の差 

  マネジメントの重要性 

  →働いている姿を見ずに判断？ 

   新しい気づき、どう引き出すか 

   マネジメントの力 

 

  テレビより Youtube 

  誰でも発信、個ができることがどんどん増える 

 

 →斎藤 

  構想力とは？ 

  →NHK の中小企業の 

  

 



■中條屋 

■価値観の変容 

 何が幸せなのか？個人の欲求 

 （洋服はだれのため？必要？） 

 突き詰めていくと、人間は何のために生きている？ 

 残さないといけないものは？ 

 

 働き方が変わる 

 ・小さい子供がいる人、働き方ポジティブに変えている 

  出勤と在宅の組み合わせ 

 ・格差が増える？ 

  独り占めの価値がなくなる？→再分配 助け合う社会 

 

 →後藤 

  質素な暮らし → 経済影響 

  一つの解：社会活動が経済を潤す 

   

  →質素で経済が縮小、今までの仕事は価値がなくなる？ 

   一方で需要が増えている仕事もある 

   バランスをとっていく「 

 

■中瀬 

■個人の生き方→個人の資質が問われている 

 60 歳以上で使える人：現場力がある人 

 

 格差：2 極化、３極化 

 

  仕事は誰もテレワークしていない 個人としては何も変わらない 

  一方、テレワークしている人とのギャップ 

  現場に行かないといけない人とテレワークできている人 

   

 

 →後藤 

  現場力 

  リモートでもその人がいないとダメか？ 

  相手がリモートになったおかげで、 

  現場の経験力がなければ、リモートの人が言っていることがわからない 

 

 



 →島、斎藤 

  若い人、現場で経験しないと現場力がつかない 

  →指示したら、指示したところしか見てこない 

   スピード感が早くなっているのに、 

   昔の人が１年かかっていたのに、数日で 

   結果が間違っていなければよい 

   仮説・検証ではなく、いきなり答えを求めてそれでよい 

 

 →後藤 

  VRカメラなどの活用 

  ゲーム感覚で覚える 

  

■島 

■コロナ前後で本質は変わらない 

 泰然と構えて過ごす個人の生命力が重要 

 

 ６０歳近いので、使えるおじさんで居続けたい 

 考えられなくなっている、学校教育が変わっている 

 答えがあるものを学ぶ 

 参考書：出来が良くなっている 

 自分で見出す 

  

 

 使えるおじさんになるには、何をすればよい？ 

 大学入って勉強 

 

 →後藤 

  自分がよくわかっていないと生き残れない 

  格差はどんどん大きくなる 

 

 →中條屋 

  格差が増えると不幸になる 

  格差を縮めるには？ 

  いいという価値観はいっぱいある、人それぞれ 

  現場のおじさん 

  

 

 

   



 →後藤 

  バックキャスト、自分の夢 

  やると楽しい、そのうえで何をやりたいか 

 

 →島 

  幸福学 前野先生 

  ５０過ぎるとあとは幸せになるだけ 

 

■斎藤 

■我々の世代はまだましかも 

 不利益を被る世代、甲子園がない、 

 どの人たちの生き方、社会でどうフォロー？ 

 

 →後藤 

  共感の体験ができないのはかわいそう 

 

 →島 

  ふぉろー難しい 

 

 →中瀬 

  我々の子供時代と、今の子供の時代は違う 

  一緒の概念でなく、分けて考える必要がありそう 

 

 →中條屋 

  オンラインでメリット受けている 

  退屈な先生の授業を聞くより、わかりやすい先生の講義 

  大学の先生の講義がお金払えばどこでも聞ける 

  メリットがある 

 

 →中瀬 

  戦前・戦後で価値観変わる、バブル前後 

  コロナ前後はそれくらいの価値観インパクト 

 

■その他 

 

■後藤 

 バーチャルとリアルの相互作用、相乗効果 何かすべがあると 

 →これから議論しましょう 

 



■中瀬 

 製薬など工場稼働しないといけない仕事もある 

 ガラス工場の定期点検（工場停止）前に稼働させないといけない 

 でも、作業者がいっぱい歩いていると地元からクレーム 

  

■中條屋 

 リアル：時間、距離、などの制約 → バーチャルが克服 

 リアルでやらないといけないものが見えてきた 

 リアルの価値（リアルでないといけない価値） 

 

 飲食店の値段が２倍なるとか 

 

■後藤 

 感情などがバーチャルで伝わりにくい 

 ボタンを押すだけで爆弾が飛ぶような 

 リアルの大事にしないといけないところがある 

 

■島 

 幸せがいろいろある 

 経済的な格差がついていく、ただ幸せな人もいる 

 

■中瀬 

 個人に選択しがある、平等にある 

 寄付の文化 

 

■後藤 

 社会活動：みんなが潤っていく 

 みんなが応援していく 

 

■中瀬 

 後藤さんが企業で働きながら社会活動を 

 どんな社会活動をできるか 

  

 →後藤 

  企業活動の効率化とは違う価値観 

 

■斎藤 

 外出しないとコロナ以外の面で不健康になりそう 

 腰痛とか運動不足とか体重増加とか 



 

 →島 

  ゲーミングチェアを買ったらよかった 

 

 

 

 

 

   


